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要旨： 

早稲田大学が実施する少人数ライブ型口語レッスン「チュートリアル中国語」プログラムに併設する、Web中国語作文添削支援シ

ステム「写作諸葛」の設計コンセプトと添削実績について、3年間の運用実績に基づいて発表する。 

 「写作諸葛」はオンラインでの字句添削に加え、統一文法添削マークを併用することにより、従来の添削者間の評価基準の不統

一、添削記述方式の不統一を改善すると同時に、回収した作文添削データを誤用コーパスとして蓄積し、専用統計エディターで誤

用分析を行う。誤用統計は個人およびレベル別誤用傾向を把握する資料となり、次回の出題や学生指導に生かされる。発表では、

オンラインエディターの設計理念と、日本人中国語学習者用の誤用コーパスの開発、統一誤用マークタグによる作文添削、および

添削文のデータベース化と、統計分析に基づいて改良した自動添削の新しい枠組みについて述べる。 

キーワード：    Web中国語作文    協調学習    誤用コーパス 

                                                    

1 遠隔語学レッスン用Web作文・添削 

「写作諸葛」は早稲田大学が2003年から開設するライブ型口

語レッスン「チュートリアル中国語」コースの履修生を対象に、

科目専用の学習サイトで展開するWeb作文・添削システムであ

る。「チュートリアル中国語」は英語やその他外国語チュート

リアル同様、主に学部生を対象にしたコミュニケーション重視

の口語教育プログラムである。学習者4名対ネイティブインス

トラクター1 人による対面型中国語会話レッスン（Fig.1）と、

台湾師範大学や中国北京大学の教員による遠隔テレビ会議方式

レッスンを組み合わせたハイブリッド授業（Fig.2）の2タイプ

がある。 

 

授業用プラットフォームとして開発した「Tutorial Chinese 

Platform（以後、TCPと略称）」は静的素材がメインのE-Learning

とは異なり、遠隔方式を採用したリアルタイムの対話型口語教

学に対応できるダイナミックな設計とした。ネットワークの双

方向性をを生かし、TCPは教場での情報を直ちに学習者へフィー

ド・バックし、国内外の教員と学習者の緊密なユーザー連合を

組織する。現在までにレベルわけWebテスト、テキスト準拠CALL

ドリル、作文添削、学習履歴の記録、ならびにオンラインレポ

ート、ウェブアンケート、BBSなどサイトを運用している[1]。 

作文・添削サイトは、口語会話でともすれば疎かになりがち

な文章表現を補完するため設置され、2003 年 10 月システム運

用後2005年3月31日まで、単位登録したユーザー数は学習者

計 366 名、添削者延べ 14 名、教員延べ 11 名、添削文計 1228

篇、誤用マーク付きフレーズ総計17866余条を回収し、範疇別

に分類した誤用コーパスが蓄積されている。 

本稿ではTCPのWeb中国語作文・添削支援システムの特徴を

紹介し、過去一年半の添削データの蓄積、ならびに誤用コーパ

スに基づく自動作文添削システム開発の展望を述べる。 

2.システム設計コンセプト 

本添削システムの特徴を作文投稿と添削の流れに沿って、以

下に挙げる。 

（１）学習課題の適正管理：作文課題は毎回の口語レッスンの

学習内容と連動したテーマについて、レッスン終了直後、それ

ぞれ使用すべき重要表現と字数を指定し、初級用と中上級用の

二題が出題される。外国語学習者に完全な自由作文を課すと、

誤用が多出し添削基準の統一が難しい。個々の語学レベルに適

した学習済みのテーマについて、キーワードが指定された短い

半課題文が添削効果を生む。 

（２）テーマ選択による学習意欲喚起：北京と台湾にいる教員

が同じテーマについてそれぞれ初級用、中上級用の作文課題を

出すことで、受講者に難度と文化差の選択権を与え、学習意欲

を喚起する。またプログラム上で作文課題提示時期と提出期限

をレッスン終了後一定期間に限定することで、学習者の緊張感

を維持する教育的効果が期待できる。（Fig. 3参照） 

（３）スムーズな作文・添削オンラインエデイター：Web 上で

違和感なく投稿・添削できる編集機能をもつ専用の Richtext

ベースのテンプレートを開発。アンダーライン、 取り消し線、

太字、文字色の変更等、ワードテキストエディターに近い感覚

で作文を投稿できる。添削者も、挿入、訂正、削除等、ペーパ

添削と同じ要領でウェブブラウザを操作できる。（Fig. 4参照） 

（４）多言語対応インターフェイス：学習者と添削者はそれぞ

れ日本・北京・台湾に分散し、かつ母語の文字フォントが異な

るため、「写作諸葛」は時空間の制限がないWebベース添削シ

Fig.1：対面型 Fig.2：遠隔型
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ステムを採用し、Unicode による多言語対応可能とした。ネッ

トワークに接続できる環境であれば、通常のインターネット掲

示板書き込みと同じ感覚でいつでもどの地域からでも作文練習

と添削ができる。 

（５）受理・返却情報の明示：作文提出と返却にタイムラグが

あると学習効果を減じる。本作文システムは作文提出・受理・

添削記録を瞬時に反映し、作業の流れが一目瞭然となるインタ

ーフェースを開発した。（Fig. 4） 

（６）誤用添削記号の統一：作文エラーは単純なスペルミスや

語彙の使い間違いなど単純な誤りから、語法や発想法など概念

の誤用に至るまで多種多様であり、これらに対して一律に添削

をおこなえば修正ポイントが拡散し、多大の労力にも拘わらず

学習効果は薄い。「写作諸葛」は統計的に常見誤用例を下記の

8 種のタイプに分類し「誤用添削マーク」として標識化して添

削を行う。 

誤用類別タグ一覧 

L：論理性の欠如     P：語順の誤用 

D：欠落   C：組み合わせの不適 

E：余剰   R：指すものが不明 

M：でたらめな造語  W：用字や符号の誤用 

 統一マーク適用により学習者の誤用と添削者の修正情報に自

動的にXML形式のタグ付与が可能となり、誤用データを自動的に

蓄積できる。複数の添削者による評価のバラツキ縮小にも益す

る[2]。（Fig. 4参照） 

（７）優秀作文表彰システムによる見直し奨励：添削結果の見

返しを奨励するため、提出作文に評価点を付け、かつ優秀作文

を表彰するシステムを設計した。添削済みの高得点作文は個人

情報削除後、優秀作文リストに一覧表示され、全ユーザーが閲

覧できる。他の投稿者の作品と比較することによって、自身の

誤用に気づき、自律的な矯正を促すことが期待できる[3] 。（Fig. 

3参照） 

（８）誤用タグの自動蓄積と統計分析：誤用タグを専用の検索・

統計エディターを用いて、学習者全体あるいは個人の誤用履歴

の分析を行う。結果は次の作文練習のポイント決定や自動誤用

検出等、言語教育と学習者用コーパス構築に還元できる。（Fig. 

7参照） 

（９）BBSでの協調学習支援：作文テーマごとにクラス単位、あ

るいは学習者全体で討論を行うスペースで、作文課題や質問を

投稿。他の学習者や添削者との相互学習を支援する[3]。討論記

録はデータベースに格納され、後日参照可能である。（Fig.6

参照） 

 

 

 

3. 誤用コーパスの設計と分析 

「写作諸葛」は学習者の常見の誤用を統一文法添削マークを

用いて添削することで、人手による評価のバラツキを最低限に

とどめると同時に、データベースに誤用データを自動蓄積でき、

専用エディターでの検索・統計を可能にした。（Fig. 5）の上

Fig 5 添削XMLタグ

Fig.3 作文閲覧インターフェース

Fig.4 作文編集・添削インターフェース
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部が編集・添削モジュールでの作文インターフェース、下部が

保存用のタグ付き形式のデータベースである。データベース全

文のフレイズ単位に対し、誤用の種類、作文内容キーワード、

作文題名と説明文、難易度、評価点数、及び提出者の個人情報

等を、前方一致、後方一致、部分一致で検索できる。これらの

検索手段によって学習履歴全体と個人別の作文提出状況、及び

誤用頻度変化を統計でき、個々の誤用傾向が判り、自習や指導

に役に立つ。誤用コーパス分析にも利便が多い。（Fig. ７参照） 

 

2003年10月から2005年11月の間に回収した添削フレイ

ズを解析した結果、全体の 1/3 にあたる 5308 条のフレイズ

に誤用がみられ、中上級作文は初級と比べフレイズの平均長

が長く、異なり単語数も増え、複雑な文になることがわかっ

た。(Table 1) 

 

  初級 中高級 全体 

篇数 678 550 1228 

フレイズ数 7748 9244 16992 

字数 66554 95926 162480 

フレイズの平均長 8.6 10.4 9.6 

異なり単語数 4585 5594 7565 

Table 1：レベル別語彙リストの全般 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

誤用の種類の分布から、「主語と述語、動詞と目的語などの、

組み合わせの不適」と「述部、動詞アスペクト(態) などの欠落」、

「接続詞や助詞、主語などの余剰」の3種の誤用がそれぞれ22％、

19％、16％と上位を占め、残り5種の誤用頻度は低い結果が出

た。これらの誤用分布の結果は、次章で述べる第二次「写作諸

葛」の誤用タグ再定義の基礎データとなった。また出題テーマ

の選定をこれら統計的誤用コーパスに基づいて決定できる。

（Fig. 8参照） 

4. 仮投稿プラットフォーム設定による自動添削へ向けて 

現行添削システムの問題点は、誤用タグ付与の曖昧性に起因

する添削結果の消化不良と、同類誤用の再出にある。解決策と

して従来の「文法添削マーク」を用いた添削方式を改め、作文

表現失敗のタイプを周辺知識に広げ、かつ学習者同士が協調し

て正解知識を獲得する学習支援型プログラムの開発へと発想を

転換して実験を行っている。 

これは従来の個別投稿を、学習者同士が相互に協力して課題

解決を行うプロセスへと転換し、プログラムに組み込むもので、

正規投稿前の誤用コーパス参照機能と、仮投稿プラットフォー

ムの設置による二段階添削方式を採用する。（Fig. 9参照） 

Fig 8：誤用頻度分布 

“誤用種類はＬ”の条件での検索結果

Fig.7 検索統計インターフェース 

Fig.6 BBSインターフェース

Fig 8：誤用頻度分布 
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Fig 9：協調的学習支援型添削プログラム 

仮投稿プラットフォームに提出された学習者の作文は、いっ

たん同テーマの作文課題を行っている学習者間で相互閲覧され

る。この間添削者はまだ修正を加えない。学習者同士が比較参

照することで、かなりの誤用は修正されることが第一次「写作

諸葛」添削プログラムのBBS活動で証明されている。学習者は

誤用コーパスを参照しつつ、互いの作文を見比べることで自己

修正を行う。修正を経て再度投稿された段階で、添削者がはじ

めて添削に参加する。すでに共通の誤用に対して自己修正が加

わっている段階であるから、誤用範囲が限定されると期待でき

る。（Fig. 10参照） 

添削者の誤用タグを見直す必要から、添削コーパスから「旅

行」に関するテーマの作文を約1万句抽出し再分析し、分析統

計を行った結果、学習者の作文の失敗のタイプを以下のように

再定義することにした。 

学習者の作文の失敗のタイプ 

1  学習者が自覚可能な失敗   ⇒ 個別知識確認タグ 

 例；既習、テキスト化された学習項目 

2 自覚しにくい失敗      ⇒ 周辺知識喚起タグ 

  例；思い込み、不注意、非テキスト情報 

3  本人は自覚できない失敗   ⇒ 既知知識から連想タグ 

例；未習未知の知識、異文化発想や概念 

 

上記の広領域誤用分類と平行して、狭領域の語学レベルの誤

用タグも以下のように、規範文の基準に必要な語法語彙要素の

有無で単純明快に判断できるよう、範疇の見直しを行った。 

Ⅰ語義的誤用 

a 【母語干渉による代用】日本漢語語彙からの類推 

Ⅱ語法的誤用 

b 【語順】語順の誤用 

c 【語法成分の不足】必須語法成分の不足 

d 【語法成分の過多】類推などによる語法成分の過多 

e 【定型表現の誤用】定型表現の使用不足と誤用 

添削結果は知識データベースに反映され、学習者仮投稿プラ

ットフォームから参照可能となる。このように、最終添削結果

を学習者に返却するだけではなく、学習同士が誤用コーパスか

ら自律的に知識を獲得し、文章作成の早い段階から協調して学

習するシステム設計が第二次「写作諸葛」の設計理念である。

システム実現のため、学習者の誤用を自動認識し、対応する例

文と解説文をリアルタイムで表示する技術も開発中である。 

 

Fig 10：「写作諸葛」第二次添削システムの流れ 
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